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成果報告書概要 
 

案件名 次世代高機能レーダーの導入による周波数の有効利用のための技術的条件に関する調査検討  
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１．目的及び成果目標 

ゲリラ豪雨等の気象災害の甚大化を受け、雨雲等の早期検知を可能とする気象レーダーの設置の要

望が多く、近い将来、レーダーの周波数が枯渇するおそれがある。そのため、周波数の有効利用を図

りつつ、高機能な気象レーダーの配置を可能とする狭帯域化等の技術を有する「次世代高機能レーダ

ー」の技術的条件を検討するとともに、他の無線システム等との周波数の共同利用を促進する。 

 また、重要インフラを支える高機能レーダーの運用技術について検討を行う。 

２．試験実施概要 

（１）国内外における状況、動向調査 

国際学会に参加し、次世代高機能気象レーダー等に関する国内外の開発状況や技術動向を調査した。 

（２）次世代高機能レーダーの干渉低減技術、狭帯域化方式の検討 

干渉低減技術については、送信アンテナの鉛直面指向性にヌルを形成し、ホーンアンテナを用いて

与干渉方向への放射量低減を確認するための屋外実験を実施した。また、レーダー間で送信波情報を

共有し精度よく干渉検出・低減する方法（干渉レプリカ減算方式、干渉無効値化方式）について、X帯

気象レーダー実験装置を用いて評価を行った。狭帯域化方式については、LFM (線形周波数変調)に代

えて NLFM(非線形周波数変調)を適用した場合の帯域幅の削減効果について屋内実験を実施した。 

（３）次世代高機能レーダーと他システムとの共用検討 

 沿岸監視レーダー、BS/CS受信設備との共用条件について検討を行った。 

（４）高機能気象レーダーの他システムとの共用検討 

 同じ周波数帯を利用している 5GHz 帯無線 LANとの共用について、無線 LAN信号の低減機能に関する

検討を行った。 

３．得られた成果 

国内外における状況、動向調査では、米国を中心に二重偏波フェーズドアレイ気象レーダーの開発

が進められており、プレイナー型とシリンダー型の二つの方式で開発が進んでいるが、運用を想定し

た水平・垂直偏波同時送信タイプの実観測は、我が国が世界をリードしていることを確認した。 

干渉低減については、屋外試験により、送信ヌル形成及びヌル制御を行うことで、水平方向(0 度方

向)の放射量が低減され、20dBの干渉低減が得られた。また、干渉レプリカ減算方式は、受信レーダー

と干渉レーダーのサンプリングタイミングの非同期性から推定精度が劣化したが、無効値化方式はシ

ミュレーションと同様の改善傾向が見られ、干渉除去方式として最も有効であることを確認した。 

狭帯域化については、屋内実験により、現状のレーダー性能を劣化させることなく距離分解能を維

持したまま帯域幅を 15%程度低減できることを確認した。 

他システムとの共用検討については、沿岸監視レーダーについてシミュレーションを実施し、干渉

除去処理により 10km 以上の離隔条件かつ晴天時であれば干渉をほぼ除去可能であることを確認した。 

 高機能気象レーダーについては、干渉する 5GHz帯無線 LAN信号を検出・干渉回避する手法を確立。

無線 LAN干渉回避機能を利用することで、10分以内に干渉状態が回避されることを確認した。 
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